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頂
け
る
よ
う
形
を
取
り
好
評
で
し
た
。 

そ
の
他
に
支
部
の
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー
も
作
り
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
ま
し
た
。
次
回

も
支
部
展
を
続
け
て
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
標
に

努
力
し
て
行
き
ま
す
。
最
後
に
本
部
役
員
の
方
々
を

始
め
会
員
の
方
々
の
御
来
場
を
頂
き
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

    

今
年
の
支
部
展
は
、
五
月
二
十
七
日
～
三
十

一
日
迄
春
日
部
商
工
振
興
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ

ー
に
て
開
催
を
致
し
ま
し
た
。 

 

折
し
も
の
台
風
二
号
の
影
響
で
三
日
半
雨
に
遣

ら
れ
た
が
、
四
百
二
十
一
名
の
来
訪
を
頂
き
盛

況
の
内
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

出
品
者
十
三
名
、
Ｓ
Ｍ
～
六
十
号
ま
で
の
四
十

二
点
の
力
作
揃
い
の
展
示
と
な
っ
た
。
た
い
へ
ん
に

ま
と
ま
っ
た
支
部
と
は
な
っ
て
い
る
が
ど
の
支
部
も

そ
う
で
あ
ろ
う
か
？
長
期
の
高
齢
化
に
伴
い
現

状
維
持
が
精
一
杯
で
、
今
回
は
会
員
募
集
の
為
、

市
の
公
民
館
二
十
カ
所
に
二
十
五
枚
づ
つ
案
内

状
の
配
布
、
各
新
聞
社
へ
の
発
送
、
会
場
に
新
日

美
の
全
国
公
募
ボ
ス
タ
ー
の
貼
り
付
け
等
行
っ
た

結
果
、
数
名
の
反
応
が
あ
り
、
丁
寧
に
上
野
の
森

三
十
五
回
展
案
内
説
明
等
を
行
い
、
絵
画
は
二

十
五
号
よ
り
二
点
出
品
可
能
、
出
品
料
八
千
円

も
他
会
と
比
べ
安
く
、
良
心
的
な
会
で
あ
る
事
な

ど
説
明
、
公
募
展
よ
り
支
部
展
へ
と
順
序
は
逆
に

な
る
が
お
そ
ら
く
何
名
か
の
増
員
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
れ
と
東
日
本
大
震
災
に
つ
き
会

場
に
義
援
金
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
設
置
、
二
万
七

千
七
百
二
十
円
も
の
貴
重
な
お
金
が
集
ま
り
読

売
新
聞
社
を
通
じ
寄
託
し
た
。
後
日
、
新
聞
に
は

新
日
本
美
術
協
会
埼
玉
東
支
部
と
あ
り
何
よ
り

も
支
部
全
員
の
力
で
あ
り
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

来
年
の
支
部
展
の
場
所
は
未
定
で
あ
る
。
会
期

中
に
県
会
議
員
さ
ん
が
お
見
え
に
な
り
春
日
部

駅
西
口
に
県
営
の
美
術
館
が
九
月
に
完
成
す
る

の
で
是
非
利
用
し
て
下
さ
い
と
の
こ
と
、
ど
こ
で

や
る
に
し
て
も
そ
の
費
用
が
問
題
で
あ
と
四
～
五

名
は
増
員
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
退
会
者
も

あ
り
な
か
な
か
難
し
い
問
題
で
あ
る 

 

支
部
発
足
当
時
は
、
三
十
名
を
越
え
る
大
所

帯
で
あ
っ
た
が
か
れ
こ
れ
三
十
年
、
ど
う
や
ら
こ

の
辺
が
正
念
場
で
あ
り
新
し
き
風
を
取
り
入
れ

て
支
部
の
展
覧
会
を
休
む
こ
と
な
く
引
き
続
き

開
催
し
存
続
す
る
た
め
、
支
部
員
一
同
努
力
精

進
し
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

 
  

第
三
十
回
東
京
支
部
展
開
催 

 

支
部
長 

大
石
亨 

  

 

 

「次回予定」 
当日7時の天気予報で降水確率50％を超える場
合実施中止にします。 
 
「日比谷公園」  2011-7-6（水） 
 日比谷交差点に近い心字池の西側 10時集合 
 
「白金自然教育園」  2011-8-26（金） 
現地正門内 10時集合（正門内の待合室でも可） 
  
「谷中夕焼け段々」  2011-9-29（木） 
 現地  段段上 10時集合 
 
「駒込  六義園」 2011-10-21（金） 
  現地  東南入り口門前 10時集合 
 
 

第
三
十
回
新
日
美
東
京
支
部
展
を
五
月
一
日
～

六
日
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
会
場
、
池
袋
の
芸
術
劇
場
が
改
修
の

た
め
、
今
回
は
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

出
展
者
数
十
六
名
、
出
展
作
品
数
三
十
八
点

（
六
号
～
二
十
号
）
、
油
彩
パ
ス
テ
ル
、
水
彩
、
皮
工

芸
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
、
充
分
見
る
に
値
す
る
作

品
が
並
び
会
場
を
芸
術
的
ム
ー
ド
に
盛
り
上
げ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

当
初
、
初
め
て
の
会
場
で
ど
の
程
度
、
観
衆
を
集

め
る
事
が
出
来
る
か
、
少
々
不
安
で
し
た
が
、
さ
て

開
場
す
る
と
連
日
百
名
前
後
の
入
り
が
あ
り
、
計

約
六
百
名
の
観
客
が
あ
り
、
ま
ず
は
成
功
で
し

た
。 

 

池
袋
と
違
っ
て
、
観
客
層
が
比
較
的
高
く
中
高

年
の
方
が
多
か
っ
た
の
は
こ
こ
の
特
徴
の
一
つ
、
二

十
六
階
展
望
室
か
ら
の
眺
め
は
天
下
一
品
で
す
。

交
通
の
便
の
良
さ
は
最
上
、
只
惜
し
む
ら
く
は
庁

舎
が
お
休
み
中
の
こ
と
て
節
電
の
た
め
ロ
ビ
ー
、
廊

下
の
暗
か
っ
た
こ
と
な
ど
・
・
・
。
と
も
あ
れ
ま
ず
ま

ず
は
成
功
！ 

 

で
は
み
な
さ
ん
、
来
る
べ
き
次
回
の
展
覧
会
を
目

指
し
て
、
「
オ
ノ
レ
の
作
品
」
づ
く
り
に
、
お
互
い
努

め
ま
し
ょ
う
。
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

第
三
十
四
回
新
日
美
埼
玉
西
支
部
展
を
川

越
市
立
美
術
館
で
五
月
十
日
～
十
五
日
に
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
〔地
道
な
努
力
〕支

部
と
し
て
日
頃
の
地
道
な
活
動
を
知
っ
て
頂
き
、

月1

回
の
人
物
を
中
心
と
し
た
勉
強
会
と
画
評

会
や
写
生
会
な
ど
の
活
動
を
評
価
頂
き
更
に
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
標
に
し
ま
し
た
。
会
員
も
意
欲

的
で
出
品
者
も
多
く
過
去
に
無
い
出
品
点
数
で

し
た
。
展
示
作
品
の
一
点
一
点
を
良
く
見
て
頂

く
為
入
口
に
見
や
す
く
水
彩
画
を
展
示
し
見
慣

れ
た
と
こ
ろ
で
油
彩
の
大
作
を
じ
っ
く
り
と
見
て 

第
三
十
四
回
埼
玉
西
支
部
展 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

実
行
役
員 

若
槻
浩
志 

第
十
回
新
日
美
広
島
支
部
展 

 

支
部
長 

前
原
専
二 

ｒ
Ａ
ｓ
ｅ
ｎ
ｎ
ｊ
ｉ 

 

  

去

る
四

月
六
日
～

十

日

、
福

山
市
絵
画
・

工
芸
の
殿

堂
天
満
屋

八

階

ギ
ャ

ラ
リ
ー

で

新
日
美
広

島
支
部
第

十
回
展
を

オ
ー
プ
ン
し

た
。 

作
品
は 

高
度
な
も
の
揃
い
で
見
る
人
は
、
作
品

か
ら
離
れ
が
た
い
よ
う
に
見
入
っ
て
い
た
。
山
陽

新
聞
も
大
々
的
な
扱
い
で
、
大
い
な
る
ア
ピ
ー
ル

と
賛
辞
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

スケッチの実施報告と次回予定   事業部 一柳 幸 
  
「佃嶋 風薫る」 2011-5-10(火) 

 午後からは雨、とのことだが 11時現在は所々に青空が見えてい
た。佃島近くに高層ビルが建って昔の雰囲気が少なくなってしま
った。それでも、「舟舫い  佃小橋に  風薫る 」 といった佃島
らしい情景もあるし、細い路地裏のお地蔵様にも懐かしさや親しさ
を感ずるひとときでありました。 

 

「 芝公園増上寺 」 2011-6-8（水） 
五百羅漢を 100 幅の絵に収めた狩野一信が最近注目されるよう
になったせいか、これを所蔵している増上寺は本日も客が多い。 
 「 梅雨冷えに  香煙低し  観世音 」 というわけで観音様と
本堂を描くことが出来たのは幸せだった。 
 
 

埼
玉
東
支
部
展 

 

支
部
長 

 

北
條
三
郎 

 

 

入り口はソフトな水彩作品を、この奥に

油絵の大作が並んでいる。 

 


